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はじめに 

 

「富士山」においては、「ヴィジョン・各種戦略」に定めた経過観察指標の

拡充・強化及び「富士山包括的保存管理計画」に定めた観察指標に基づ

き、モニタリングを実施している。 

富士山世界文化遺産協議会は、年１回、モニタリング結果の報告書を作

成し、富士山世界文化遺産学術委員会の助言や富士山世界文化遺産協議

会作業部会の意見を踏まえ、協議会の承認を得る。 

この報告書には、富士山包括的保存管理計画」第 10 章に定めた観察指

標（目次３～５）の結果を記載し、富士山世界文化遺産協議会としての全体

の総括（目次６）をしている。 

「７ 資産及び周辺環境における現状の変更」については、構成資産の管

理等に携わる市町村、資産所有者等が、他の構成資産の情報を共有するた

め掲載している。 
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１ 基本情報 

 構成資産、緩衝地帯及び保全管理区域の範囲図 構成資産及び構成要素の位置図 

範囲 

  

構成資産の面積（ha） 緩衝地帯の面積（ha） 保全管理区域の面積（ha） 

20,702.1 49,627.7 20,291.5 
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２ 保護（指定等）状況 

 全体の法規制図１ 全体の法規制図２ 

範囲 

  

 


